
ブロードバンドコンテンツの

収益モデル

2001年はADSLやCATVなど、ISDN

よりも高速なアクセス回線が普及し始め、

インターネットもようやくブロードバンド

時代の入り口までたどり着いた。そんな

状況を反映して多くの企業が「ブロード

バンド向けコンテンツビジネス」の可能性

を模索し始めている。テキスト中心だっ

たHTMLの世界から、動画の世界へと

コンテンツの内容が変わるとすれば、ビジ

ネスモデルやネットワークの構造などさま

ざまなルールが書き換えられることになる

はずである。

コンテンツ制作者やコンテンツプロバイ

ダーにとって最大の変化は「制作コスト

の増大」である。動画コンテンツとウェ

ブページの制作コストとを比較すれば明ら

かなように、関わる人間の数や制作に要

する時間、必要とする機材など、どれを

とっても前者のほうが圧倒的に大きい。

必然的に、利益を出すためのハードルは

ウェブコンテンツの場合よりも高くなって

しまう。

さらに、テレビや映画など既存の映像

メディアとの競合が予想されるが、状況

はインターネット放送局にとって決して有

利ではない。512kbps程度と予想される

初期段階のブロードバンドでは画質もス

クリーンの大きさもテレビには太刀打ちで

きないからである。マスメディアに対する

明確な差別化なしには多くの需要は見込

めないはずである。おそらく、テレビ局が

これまで「非マス」として手を出してこ

なかった、あるいは出せなかったジャンル

を狙うことになるだろう。懐かしのアニメ

を提供する「アニメディア」 や、

『ハンナ＝バーベラ』の名作アニメが見ら

れる「Cartoon Network」 など、

すでにこの路線を行くコンテンツプロバイ

ダーは多い。しかし、特定ジャンルを深

く掘り下げた「専門雑誌」的で非マスな

番組になればなるほど、広告媒体として

の力も弱まる。視聴率で広告料金を算出

するなら、ストリーミングビデオの出稿料

はテレビのそれをはるかに下回るだろう。

2000年における日本のインターネット

広告市場は590億円（電通調べ）。この

うちの多くをヤフー（2000年3月期の売

上高が約57億円）をはじめとする大手ポ

ータルサイトが独占している。米国では、

2000年第2四半期以降、広告市場が縮小

傾向にあるという調査結果まで出されて

いる。このような状況を考えてみても、イ

ンターネット放送局が広告収入だけで利

益を上げられるとは考えにくい。ユーザー

から直接課金する「有料モデル」や、EC

へ誘導を促す「コマースモデル」など、

新たな収益モデルの模索が必須となるは

ずである。

iモードに学ぶ有料モデルの可能性

これまでのインターネットビジネスを振

り返ってみても、B2Cの有料モデルで大

成功を収めた企業は皆無に近い。依然と

して、インターネットユーザーにはコンテ

ンツやサービスにお金を払う習慣はなく、

少額決済の課金インフラも整備されてい

ないのである。この状況はブロードバンド

が普及してもなんら変わることはない。膨

大なコストを費やして質のいいコンテンツ

を制作しても、ユーザーからお金を取る

ことは決して簡単ではない。

ここで、ヒントとなるのがiモードの成

功である。2000年末の段階でiモード公

式メニューの有料コンテンツは約380。こ

のうちの約半数が黒字だと言われている。

ドコモの功績は、コンテンツプロバイダー

に対して通話料とともにコンテンツ利用

料金を請求する課金インフラを提供した

ことにある。加えて、サービス開始から

ユーザーにお金を払う習慣を付けさせた

点も大きい。

このモデルをインターネットに置き換え

ると、2つの可能性が見えてくる。1つは

iモードのキャリアーに相当するプロバイ

ダーによるコンテンツ課金である。アクセ

スラインと決済インフラを持つプロバイダ

ーがコンテンツ保有者と提携すれば、ユ

ーザーも利用料を払いやすくなる。2つ目

はパソコンではない「コンテンツ再生専用

のネットワーク端末」の可能性だ。ユー

ザーの認識としては、パソコンのブラウザ

ーで見るコンテンツは無料があたりまえで

ある。しかし、iモードがそうであったよ

うに、デバイスが変われば認識も変わる。

2001年3月にマイクロソフトとNTTコ

ミュニケーションによる「Xbox」向けの

ブロードバンド接続サービスが発表され

た。この提携は2つの可能性を具現した

典型である。

クローズドネットワークという選択肢

現時点でのブロードバンドは、おもに

アクセスラインの高速化を意味する。米

国 の UUNETや韓 国 の KORNETが

2.4Gbpsのバックボーンを張り巡らしてい

るのに対して、日本国内の背骨は

620Mbpsクラスにとどまる。さらに、現

在のコンシューマー回線には基本的に

「品質保証」のサービスは提供されない。

つまり、アクセスラインがどれだけ高速で

あっても、インターネットを経由した瞬間

にコンテンツのクオリティーは誰も保証し

てくれないということになる。無料のウェ

ブサイトを見る場合なら表示に時間がか

かったとしても許されるだろうが、有料の

映像がコマ落ちしたり中断したりするこ

とは、ビジネスにとって致命的な事故と

なるのである。

この問題の解決方法は大きく分けて2つ

ある。1つはCDN（Contents Delivery

Network）と呼ばれる「コンテンツ配信
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ネットワーク」の構築である。米国の

「デジタルアイランド」 と「アカマ

イ」 がこの分野での主要プレイヤ

ーだが、2社ともに2000年から2001年に

かけて日本法人を設立している。CDN各

社はそれぞれ独自の技術を持つが、

ADSLやCATVなどのアクセスラインに

コンテンツのキャッシュサーバーを直結す

ることで、インターネットの混雑を回避す

るというのが基本的な対策である。国内

でも、2000年4月にはソニー、東京急行

電鉄、関西電力、伊藤忠商事などが

「AII」 を設立した。AIIのCDN

はCATVの基地局に配信サーバーを設置

し、ダイレクトにユーザー宅までコンテン

ツを届ける仕組みになっており、課金と認

証システムも提供する（図1）。

2つ目は「インターネットを使わない」

という禁断の解決策である。「QBネット

ワークス」 は 2001年秋から

ADSLを使った「オンラインレンタルビデ

オ」サービスを開始する。QBネットワー

クス最大の特徴はネットワークとしてのイ

ンターネットを使わない点にある。オンラ

インレンタルビデオの配信サーバーは

NTTの局舎に設置され、ビデオコンテン

ツはここからADSL回線を使ってユーザ

ー宅に送られる。配信サーバーの上流に

はビデオデータをストックしたセンターサ

ーバーがあるが、この間もプライベートネ

ットワークで結ばれるため、インターネッ

トはいっさい経由しないことになる（図2）。

ビデオデータは専用のセットトップボック

スに届き、テレビの画面で見られるとい

う点もサービスとして期待できる。はたし

て、これがインターネットのコンテンツと

呼べるかどうかは疑問だが、これまで挙

げてきたさまざまな問題の多くが解決で

きるという意味で、ビジネスに最も都合

のよい形態なのである。

制作コストの増大、コンテンツの非マ

ス化、収益モデルの模索、課金システム、

デバイス、ネットワークの混雑回避、こ

れらの課題をクリアしたときに、ブロード

バンド時代のコンテンツビジネスは開花す

る。とすれば、それぞれの分野に強いプ

レイヤーたちの提携が1つの鍵となるだろ

う。そして、もう1つの方向として、クロ

ーズドなコンテンツ配信ネットワークをイ

ンターネットの周りにリング状に作るとい

うダイナミックな選択肢が主流となり得

るのである。

（倉園佳三　インターネットマガジン編集長）
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図2　QBネットワークスの配信イメージ インプレス刊　「インターネットマガジン」2001年7月号
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図1　 AIIのコンテンツ配信網 インプレス刊　「インターネットデータセンター完全ガイド2」



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



